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成果報告等
学生ワークショップによる

公共空間利活用の提案と実践

【教員】
田 中 貴 宏

（広島大学大学院工学研究科）

２０２０．０３．１９
地域の元気応援プロジェク意見交換会

事業の実施体制

• 特定非営利活動法人 ＳＹＬ
（代表：下野隆司）

• 工学研究科 都市・建築計画学研究室
大学院生有志グループ（代表：岡田遼介）

• 田中貴宏（工学研究科）
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地域

学生

教員

事業の実施体制

• 呉工業高等専門学校

• 中国財務局
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協力

対象地（呉市中通２丁目）
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対象地

対象地（呉市中通２丁目）
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Ｇｏｏｇｌｅ Ｓｔｒｅｅｔ Ｖｉｅｗ

事業の目的

• ＮＰＯ法人ＳＹＬが中心となり、公共空間（道路
空間）利活用による、賑わい創出の形を探る、
実証実験を実施（１１月３０日～１２月６日）。

• 学生主体のワークショップを開催し、賑わい創
出のためのアイデア（ハード、ソフト）を提案。

• 実証実験にあわせて、そのアイデアを実践。
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地域

学生
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なぜ道路空間？
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• 人々の居場所

• 休息の場所

• 楽しい場所

• アクティビティが生まれる場所

• コミュニケーションが生まれる
場所

• ・・・？？？

まちの魅力の創出

学生ワークショップによる
公共空間利活用の提案と実践

１） 既存資料に掲載されている
賑わい創出アイデアの整理

２）学生ワークショップによる
対象地での賑わい創出に向けたアイデア提案

３） 実践アイデアの確定
（提案者との打ち合わせ）

４） 現地での賑わい環境整備

５） 実践と評価
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Ｌ

通りの賑わい創出にむけたアイデアおよびツールの提供
（以降の賑わい創出に向けた取り組みに活用）

プロジェクト終了後
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１０月３１日（木）

10

11

学生ワークショップによる
公共空間利活用の提案と実践

１） 既存資料に掲載されている
賑わい創出アイデアの整理

２）学生ワークショップによる
対象地での賑わい創出に向けたアイデア提案

３） 実践アイデアの確定
（提案者との打ち合わせ）

４） 現地での賑わい環境整備

５） 実践と評価
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通りの賑わい創出にむけたアイデアおよびツールの提供
（次年度以降の賑わい創出に向けた取り組みに活用）

プロジェクト終了後
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13

アイデア検討
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竹灯篭
（折口）

Street Painting
（折口）

Ecological Landscape
（折口）

Place Making
（折口）

Parking Day
（平野）

芝生でボードゲーム
（平野）

付箋メッセージ
（平野）

ペットボトルアート
（平野）

レトロストリート
（豊川）

２階床高さに街灯
（豊川）

コスプレ
（石橋あ）

芝生広場
（赤松）

道路テクスチャー
（赤松）

タタミ敷く
（赤松）

フォトジェニック場所
（石橋あ）

提灯を自作
（石橋あ）

光を貼り付ける
参加型イルミネーション

（押領司）

キャンドル
（千葉）

手作り灯籠
（井上）

動物ふれあいカフェ
（石橋か）

大きな風船
トランポリン
（石橋か）

最新技術（VRやAR）
（石橋か）

プラネタリウム
映画鑑賞
（石橋か）

グランピング
（石橋か）

店舗と街路空間一体
（片野）

象徴するもの
（片野）

希望を聞く
（片野）

黄色ハンカチ
（片野）

マラソン大会
（片野）

希望の光・鐘
（片野）

竹あかり
（田村）

明るい通り
（水澤）

認識できるデザイン
（水澤）

コンセプト

設えつくる系

体験系

参加系

あかり系

あかりつくる系
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１１月１３日（水）
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学生ワークショップによる
公共空間利活用の提案と実践

１） 既存資料に掲載されている
賑わい創出アイデアの整理

２）学生ワークショップによる
対象地での賑わい創出に向けたアイデア提案

３） 実践アイデアの確定
（提案者との打ち合わせ）

４） 現地での賑わい環境整備

５） 実践と評価

広
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大
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Ｌ

通りの賑わい創出にむけたアイデアおよびツールの提供
（次年度以降の賑わい創出に向けた取り組みに活用）

プロジェクト終了後
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１１月１４日（木）
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学生ワークショップによる
公共空間利活用の提案と実践

１） 既存資料に掲載されている
賑わい創出アイデアの整理

２）学生ワークショップによる
対象地での賑わい創出に向けたアイデア提案

３） 実践アイデアの確定
（提案者との打ち合わせ）

４） 現地での賑わい環境整備

５） 実践と評価
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大
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Ｌ

通りの賑わい創出にむけたアイデアおよびツールの提供
（次年度以降の賑わい創出に向けた取り組みに活用）

プロジェクト終了後

インスタレーションエリア

親しみエリア

立ち寄りたくなる
目を引くなにか

盆灯 Road

親しみエリア：昼
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盆灯 Road

親しみエリア：夜

27

学生ワークショップによる
公共空間利活用の提案と実践

１） 既存資料に掲載されている
賑わい創出アイデアの整理

２）学生ワークショップによる
対象地での賑わい創出に向けたアイデア提案

３） 実践アイデアの確定
（提案者との打ち合わせ）

４） 現地での賑わい環境整備

５） 実践と評価
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Ｌ

通りの賑わい創出にむけたアイデアおよびツールの提供
（次年度以降の賑わい創出に向けた取り組みに活用）

プロジェクト終了後
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１１月３０日（金）

学生ワークショップによる
公共空間利活用の提案と実践

１） 既存資料に掲載されている
賑わい創出アイデアの整理

２）学生ワークショップによる
対象地での賑わい創出に向けたアイデア提案

３） 実践アイデアの確定
（提案者との打ち合わせ）

４） 現地での賑わい環境整備

５） 実践と評価
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通りの賑わい創出にむけたアイデアおよびツールの提供
（次年度以降の賑わい創出に向けた取り組みに活用）

プロジェクト終了後
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今後の展開について

49

今回の対象地


